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「北広島市における市民参加」に関する報告書 まとめ 

【目指す方向性：報告書 P4上段】 

 市民参加への意識高揚を図り①、効果的な情報発信②や実効性のある市民参加の手続き③  

などの実現を目指すことが大切であると考えます。 

 

①市民に対して、市民参加の意識高揚を図るための方策について 

 □市民参加に関心を持ってもらうためには 

 【報告書 P5】 

  ・市民参加に対する関心が低い 

・市民参加へ関心を持ってもらうための取組が不足している 

  ・関心がありそうな団体など、ターゲットを絞ってアプローチする 

・パブリックコメントという言葉が難解であることから見直しの検討が必要 

 

②市民に対して、効果的に情報発信をするための方策について 

 【報告書 P6･7】 

  ・市民参加に関心がある市民の登録制度 

・広報紙に市民参加コラムを掲載 

・SNSによる情報発信 

  ・町内会の活用 

  ・時間的・人的なリソースが限られていることから、比較的人手や時間、お金をかけないでできる

方策が良い 

  ・札幌市「市民参加メール」 

  ・伊達市「まちづくり人材バンク」  

 

③より効果的な市民参加の手続き方法を確立するための方策について 

 □パブリックコメント 

【報告書 P8･9】 

  ・パブリックコメント実施のタイミング（初期段階？最終段階？）について検討が必要 

  ・企画立案の段階で市民参加がされているものについては、パブリックコメントは必要ない 

・資料を理解することに手間がかかるため、要点を絞った形での意見募集が良い 

  ・対話(出前講座)型のパブリックコメント 

□審議会 

【報告書 P9】 

 ・公募委員の募集について周知が不足している 

 ・無作為抽出による公募委員の選定 
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□アンケート 

【報告書 P9】 

 ・量的に市民の意見が確保できる手段がアンケート。専門家等による審議会での審議を補完する 

□市民政策提案制度 

【報告書 P9】 

 ・もう少し簡単に意見提出できるようなシステムを検討すべき 

□ワークショップ 

【報告書 P3】 

・きたひろしま市民会議は、新たな市民参加の機会として期待が持てる 

 □市民説明会 

【報告書 P3】 

・市民の意見を直接聞くことができるなど効果的な手段。市民説明会の実施による丁寧な説明と意

見聴取が必要 

 □新たな市民参加の手法 

【推進会議の意見】 

 ・SNS による意見募集 

  ・「意見箱」の設置 

  ・きたひろしま市民会議の活用 

  ・子どもたちの市民参加 

 □市民参加の対象事項(条例第 5条第 1項の各号列記部分)について 

【推進会議の意見】 

  ・市民参加の対象をもう少し絞ったほうが良い 

  ・内容が難しい、関心が低いなど、市民が意見しにくい案件については対象から外すことを検討  

  ・既に相当の審議がなされているものであれば、対象から外すことを検討 

   

 

 


